
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 第１０号 令和３年１月 2９日 

冬が大好きな子と、「置き勉」のススメ 

                                   校長 及川 勝也  

さあ、３学期が始まり、久しぶりに校舎内に子どもたちの声が戻ってきました。 

市内の新型コロナの流行状況は、市民全ての努力により小康状態を保っていますが、北海道や全

国レベルでみるとこれまでにない深刻さが継続しています。油断は絶対できないものの、子どもた

ちにとって残りの期間は、あと２か月。この間に今年のまとめと次なる学年の準備をしていかなけ

ればなりません。 

ところで、学校の教育目標『たくましい子～じょうぶな体に鍛える子（体）』の冬のイメージは、

休み時間になったらアッという間に外に出て、そり遊びや雪遊び。ストレスも発散しながら仲間と

楽しく体を動かす子です。冬は子どもたちにとって楽しい季節です。でも大人のイメージでは、「寒

い、雪が多くて大変、動きたくない、じっとしていたい」など、ネガティブイメージが先行しがち

です。「子どもは、風の子」と昔から言われ、元気な体に育てるためには、冬の遊びは特に大切。も

っと外で体を動かしてほしいと願います。そして、冬が好きになる決め手は、「スキーの上達」です。

『スキーが大スキー（好き－）』になってくれたら、雪が降るのを楽しみに待つようになります。ス

キーが嫌いだと、スキー授業は、寒いし、痛いし、辛い時間になってしまいます。幸いなことにス

キー場はロッジを除き、感染リスクは少な目ですので、余裕ができたらどうか家族でスキー場へと

向かってほしいと思います。学校でも、寒さにも雪にもコロナにも負けない子にぜひ育てたいと思

います。 

余談ですが、学校の玄関付近には、公務補の栗原さん手作りの積雪計と大型寒暖計が設置されま

した。毎日の降雪量と気温を自分でメモリを見て読み取ってほしいです。 

次に、毎朝の子どもたちの様子ですが、ランドセル、水筒、時に傘、手さげ袋、書道セット、図

工セット、スキー、スキー靴を持って登校。その日によって持ってくるものは変わるものの、カバ

ン一つで学校に来る日の方が少ない状態で、見ていてたいへんそうです。 

 例えば学校でしか使わない学習用具等については、持ち帰らずに学校においておければ、カバン

も重たくなりませんし、両手が空けば行動がしやすくなり事故防止にもなります。 

 また、スキーシーズンにおいて、授業ごとにスキーや靴を持参すること（車で運んでいただくこ

と）に少々違和感があります。例えば、「授業で使用している間は学校に置いておく。そして、家庭

で必要なときは持ち帰る」とした方が、理に適っていると思うのですが、これまで学校では、置き

場所がないことを理由にその都度持ち帰りをお願いしてきました。解決の方法としては、学校にス

キー道具の置き場所を作ること。それで解決します。 

今後、学習用具等の中で、学校に置いておける物と持ち帰りが必要な物を整理し、子どもたちがも

う少し負担なく、学校に登校できる方法を検討したいと思います。置き場所を校内に確保できるか

がポイントです。学校の取組改善に関わることですので、何かアイディアがあればお知らせくださ

い。３学期もどうぞよろしくお願いいたします。 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実践の合い言葉 ： 「小さな約束を みんなで やりきる学校」 

スキー教室 

具体的な取り組みを紹介します 

学校の教育目標:「たくましい子ども【すすんで学ぶ・助けあう・やりぬく・きたえる】 

保護者の皆様へ  お知らせ 

日 曜 ２月の行事予定     

 ２ 火 
さわやか集会  

スキー教室（青 1，2，5） 

 ５ 金 スキー教室(2，3年) 弁当持参の日 

 ８ 月 参観日(6 年) 学校運営協議会 

９ 火 参観日(1 年) 

１０ 水 校内版画展（～2月 26 日）クラブ活動 

１２ 金 新 1年生入学説明会 

１５ 月 参観日(3 年，青 5) 諸費振替日 

１６ 火 
薬物乱用防止教室(6 年） 

中学校入学説明会（保護者のみ）  

１７ 水 委員会活動 スキー教室（1年） 

１９ 金 
参観日(5 年，青 2)  

スクールカウンセラー来校 

２２ 月 
さわやか集会 スクールカウンセラ

ー来校 

スキー教室(2 年) 

２４ 水 クラブ活動 

２５ 木 弁当持参の日 縦割班お別れの会 

２６ 金 参観日(4 年，青 1) 

＊行事予定は変更になる場合がありますので学級

通信等で確認ください。 

 

GIGA スクール 

○2 月の参観日の学級懇談会の折に，学習発
表会の記録動画を放映いたします。 

○スクールサポートスタッフ 
退職（12 月末）小林義典さん  
採用（1 月 20 日から）高橋香織さん 
よろしくお願いします。 

「情報化社会」と言われるこれからの日本では、あふれる情報

の中から「自分が求めている情報・根拠がしっかりしている正し

い情報」を選び取る必要があります。そのためにはパソコンやス

マートフォン、タブレットなどを使いこなせる技術のほか、情報を

調べるスキルや自分で考えて判断するスキル、それらの情報を

取り扱う「情報モラル」などが求められます。そのため、国では、

GAGA スクール構想が示されました。 

GIGA とは「Global and Innovation Gateway for All」の略で、全

ての人にグローバルで革新的な入口を」という意味 

 

 

 

GIGA スクール環境整備 

 旭川市の主な取組一例 

１ 校内通信ネットワークの整備 （高速回線になります） 

２ 児童生徒 1 人 1 台 PC 端末の貸与 

   旭川市では、i Pad(アイパッド)を貸与予定 

   （使用に関わる同意書を各家庭より提出いただきました） 

青雲小では 

 ・児童は、i Pad の使い方、ルールについて学びます。 

 ・教職員は、より効果的な学習指導の・研修 準備をして

います。 

 

文部科学省 HP より 

文部科学省 HP より 

 

 
 

ゲレンデを利用してのスキー教室を行っています。 

【１～３年サンタプレゼントパーク，４～６年生カムイ

スキーリンクス】 

 講師としてシュプールク 

ラブの方々，ボランティアと 

して保護者の皆様にご協力 

いただいています。ありがと 

うございます。子どもたち 

は，感染症対策をしながら， 

転び方や滑り方を徐々に習 

得し，安全に楽しくスキーを 

しています。             〈ゲレンデの子どもたち〉 

育成する資質能力 
・運動への親しみ  ・スキーの技能の習得 
・安全やマナーに気をつけた行動 

１人１端末の環境 


